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県内一斉シェイクアウト訓練に参加を8月31日（土）
午前9時から

　

現
在
使
用
し
て
い
る
ア
ナ
ロ
グ

方
式
の
防
災
行
政
無
線
は
、
設
置

か
ら
20
年
以
上
が
経
過
し
、
老
朽

化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
住

宅
環
境
の
変
化
な
ど
か
ら
、
聞
き

取
り
に
く
い
場
所
が
発
生
す
る
な

ど
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

整
備
の
主
な
特
徴

▼
ク
リ
ア
な
音
質

　

デ
ジ
タ
ル
波
に
移
行
す
る
こ
と

で
、
ア
ナ
ロ
グ
波
に
比
べ
ノ
イ
ズ

の
少
な
い
ク
リ
ア
な
放
送
が
可
能

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
聞
き
取
り
に
く
さ
の
解

消
の
た
め
、
防
災
行
政
無
線（
固
定

系
）子
局
の
新
設
や
ス
ピ
ー
カ
ー
の

向
き
の
調
整
な
ど
も
行
い
ま
す
。

▼
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

　（
J
‐
A
L
E
R
T
）と
の
連
携

　

国
が
重
大
な
緊
急
情
報
を
一
刻

も
早
く
国
民
に
瞬
時
に
伝
え
る

「
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
」
か

ら
、
自
動
で
防
災
行
政
無
線
が
起

動
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
人
手
を

介
す
る
こ
と
に
よ
る
情
報
伝
達
時

間
の
ロ
ス
を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▼
テ
レ
フ
ォ
ン
サ
ー
ビ
ス
機
能

　

放
送
内
容
を
聞
き
逃
し
た
場
合

な
ど
、
自
動
録
音
さ
れ
た
放
送
内

容
を
電
話
で
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
利
用
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

防

災

行

政

無

線
　
　
　

（
移
動
系
）の
更
新
が
完
了

　

移
動
系
の
防
災
行
政
無
線
に
つ

い
て
は
、
平
成
24
年
度
に
ア
ナ
ロ

グ
方
式
か
ら
デ
ジ
タ
ル
方
式
へ
と

更
新
整
備
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

　

避
難
所
な
ど
の
主
要
施
設
に
、

市
役
所（
統
制
局
）と
の
相
互
通
信

が
で
き
る
携
帯
型
無
線
機
を
配
備

し
、
電
話
回
線
の
切
断
や
携
帯
電

話
の
通
信
障
害
な
ど
の
発
生
時
で

も
、
確
実
な
通
信
が
行
わ
れ
る
環

境
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

　8 月 31 日（土）に白岡市で行われる埼玉県・白

岡市総合防災訓練では、白岡市直下を震源とする

M 6 . 9 の地震が発生、震度 6 強の揺れを観測し、

県中央部・東部を中心に甚大な被害が発生したこ

とを想定し、さまざまな訓練が行われる予定です。

　
近
年
多
発
す
る
大
地
震
や
豪
雨
災
害
な
ど
に
備
え
る
た
め
、
防
災
行
政
無
線（
固
定
系
）を
ア
ナ
ロ

グ
方
式
か
ら
高
機
能
で
利
便
性
の
高
い
デ
ジ
タ
ル
方
式
へ
と
移
行
し
ま
す
。

問
合
せ
　
く
ら
し
安
全
課
☎（
43
）1
1
1
1
内
線
1
7
2
・

（
44
）0
2
5
7

問合せ　くらし安全課☎（43）1111 内線 173・ （44）0257

安全行動の１-２-３

　指定された時刻に一斉に身の安全を図る行動を取

ることで、日ごろの防災対策を再確認する訓練です。

それぞれの場所に応じた安全行動（姿勢を低くする、

頭を守る、揺れが収まるまでじっとする）を行い、地

域防災力を高めることを目的としています。

　シェイクアウト訓練とは…

　この訓練に合わせ、県下一斉でシェイクアウト

訓練が実施されます。

　地震による人的被害の多くは、揺れによる家具な

どの倒壊や落下物による負傷です。自分の身を守る

ためには、周囲を良く見る、落下物から離れる、身

を低くする、頭を守ることが重要です。

　8 月 31 日（土）午前 9 時から 1 分程度、みなさん

も右の『安全行動の 1 - 2 - 3』を実施し、日ごろの

防災対策について考えてみましょう。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
解

決
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
ア
ナ
ロ

グ
方
式
で
は
で
き
な
か
っ
た
、
さ

ま
ざ
ま
な
機
能
を
持
つ
デ
ジ
タ
ル

方
式
の
防
災
行
政
無
線（
固
定
系
）

へ
と
移
行
し
、
み
な
さ
ん
の
安
全

に
か
か
わ
る
大
切
な
情
報
を
、
よ

り
適
切
に
お
届
け
す
る
た
め
、
更

新
工
事
を
行
い
ま
す
。



（5）

出前講座のご案内
　　市職員や地域包括支援センターの職員が

　　みなさんの活動場所までお伺いして、認知

　　症や介護予防などについて講座を行います。

　　ぜひ、ご活用ください。

問合せ　介護福祉課 (42)8438・ （43)5600

 認知症基礎知識講座

　市では、認知症の人やその家族が安心して暮らし

続けることができる地域づくりを目指して、認知症

基礎知識講座を行っています。この講座を受けた人

は、「認知症サポーター」になることができます。

内　容  認知症の基礎知識

　　　　～認知症とは何か、認知症の症状とは～

　　　　認知症の人への対応方法や家族の支援など　

　　　　に関する講話

対　象　市内在住・在勤・在学の 10 人以上の団体

ところ　地域の自治会館、集会所、公民館など

　　　　※会場予約と使用料は団体が負担

時　間　1時間 30分程度（アンケート記入時間含む）

申込み　1か月前までに電話で介護福祉課へ

※お申込み時に日程や講座内容の詳細について、打

ち合わせを行います。

※講座を修了した人には、サポーターの証であるオ

レンジリングとサポーター証をお渡ししています。

 お茶の間元気講座

　市職員や保健師などが、介護予防や高齢者福祉に

関する講座を行っています。

内　容　介護予防や高齢者福祉について

　　　　・お口の健康・栄養改善・体力測定・認知

　　　　　症予防・生活機能の低下予防

　　　　・介護保険制度・地域包括支援センター

　　　　・高齢者福祉サービス

対　象　市内在住の 65 歳以上の人で構成された 10

　　　　人以上の団体

ところ　地域の自治会館、集会所、公民館など

　　　　※会場予約と使用料は団体が負担

申込み　1か月前までに電話で介護福祉課へ

※お申込み時に日程や講座内容の詳細について、打

ち合わせを行います。

※内容、参加人数については相談に応じます。

認知症サポーターとは？
　「認知症サポーター」は、認知症について正し

く理解し、認知症の人とその家族を見守り、支

援する応援者です。

　認知症になっても安心して暮らせるまちにな

るよう、全国で平成 29 年度末までに 900 万人の

サポーターを養成することを目標に講座が各地

で行われています。

気象庁で 特別警報  の

　　　　　発表を開始します

　気象庁では、これまでの「注意報」・「警報」に

加えて、8 月末から、東日本大震災や伊勢湾台

風のような大規模災害が予想される場合に、特

別な警戒を呼びかけるため、行政機関やメディ

アなどを通して「特別警報」を発表します。

　「特別警報」が発表された場合、対象の地域は

数十年に 1 度しかないような非常に危険な状態

です。屋外の状況や、避難指示・勧告などに留

意し、ただちに命を守るための判断・行動をし

てください。

問合せ　熊谷地方気象台 048(521)5858

「特別警報」の詳細については、気象庁

ホームページ（http://www.jma.go.jp/

jma/kishou/know/tokubetsu-keiho/

index.html）をご覧ください。


